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家庭用エアコン

国内出荷台数

約７５０万台／年

セパレートエアコン

ハウジングエアコン

ウィンドウエアコン
（一体型）

空調機器－家庭用エアコン
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国内出荷台数

約６０万台／年
店舗用エアコン

業務用空調機器（１） （パッケージエアコン）
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国内出荷台数

約１０万台／年

ビル用マルチエアコン

業務用空調機器（２） （パッケージエアコン）
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国内出荷台数

約５万台／年

設備用エアコン

スポットエアコン

業務用空調機器（３） （パッケージエアコン）

国内出荷台数

約３万台／年
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遠心式（ターボ）冷凍機
エアハンドリングユニット

P

P

水 水

クーリングタワー
ファンコイルユニット

業務用空調機器（４） （セントラル空調）

国内出荷台数

約8万台／年

国内出荷台数

約1.8万台／年
国内出荷台数

約500台／年
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国内出荷台数

冷凍機内蔵形：約１７万台／年， 冷凍機別置形：約１０万台／年

業務用冷凍冷蔵機器（１） （冷凍冷蔵ショーケース）
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業務用冷凍冷蔵庫 製氷機 冷水機

国内出荷台数

約６万台／年

国内出荷台数

約１７万台／年

国内出荷台数

約２．５万台／年

業務用冷凍冷蔵機器（２）
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国内出荷台数

約２．５万台／年

船舶用冷凍冷蔵コンテナ車載用冷凍冷蔵ユニット

業務用冷凍冷蔵機器（３）



ルームエアコンの国内出荷台数推移
（会計年度）
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業務用冷凍空調機器の国内出荷推移
（会計年度）
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冷凍空調機器の冷媒充てん量



世界のエアコン需要推定

世界総需要（2009年（暦年））

ルームエアコン ６,０１１万台

パッケージエアコン １,１３４万台

558万台

203万台
61万台

838万台

2,470万台

678万台

116万台
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日冷工のこれまでの取組
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基本的原則

機器の

省エネルギー

エネルギー起源ＣＯ2

排出抑制

冷媒の

大気放出抑制

・冷媒回収促進

・製造時の排出抑制

・冷媒封入量の低減

新冷媒への

転換推進

・自然冷媒の利用

・低ＧＷＰ冷媒の探索

日本冷凍空調工業会の温暖化防止への取組み
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冷媒の

大気放出抑制

冷媒の大気放出抑制
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・冷媒回収促進

・製造時の排出抑制

・冷媒封入量の低減

冷媒の見える化

冷媒漏えい防止ガイドライン



フロン等対策ＷＧ

平成１９年１２月～平成２０年５月

・メーカー内漏えい調査

・データ集・解析作業

・ステートメント作成

漏えい対策ＷＧ

平成２０年５月～１０月

・対策の基本的方向性検討

見える化検討ＷＧ

平成２０年１２月～平成２１年７月

・冷媒の見える化ガイドライン作成

第２次漏えい対策ＷＧ

平成２１年３月～

・冷媒漏えい防止ガイドライン作成

フロンリーク対策点検・資格制度委員会

平成２１年６月～

・日設連との合同委員会

・点検制度と漏えい点検資格制度設計

フロン等対策審議会

平成２０年１月

・漏えい対策の基本的な方針を策定

冷媒の大気放出抑制

日冷工内での検討経緯
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表示についての指針

日本冷凍空調工業会ガイドラインを制定。
JRA  GL-08 冷凍空調機器の冷媒回収に係る回収口形状と表示ガイドライン

対象機器

日本冷凍空調工業会の取扱品目のうち、原則として国内で販売されるフロン類を冷媒と
して使用するすべての冷凍空調機器。

表示内容及び表示方法

機器本体に、充てんされている冷媒量について地球温暖化係数（ＧＷＰ）を用いて二酸
化炭素の量に換算した数値（冷媒充てん量の二酸化炭素換算値）を、見易くかつ容易に
消滅しないように表示。

冷媒の大気中への排出の抑制に関する事項（廃棄時の適切な処理を呼びかける）も併
せて表示。

表示開始時期
昨年秋より各社順次貼付開始、対象製品の新規生産分はほとんどの機種群で実施中。

冷媒の大気放出抑制－冷媒回収促進

冷媒の見える化
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表示シール例

表示シール貼付例

冷媒の大気放出抑制－冷媒回収促進

冷媒の見える化
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冷媒の大気放出抑制－冷媒回収促進

冷媒の見える化 － 既設機器への貼付

冷凍空調機器の既設機器については、一般社団法人フロン回収推進産業協議会（INFREP）が「フ
ロンの見える化パートナー事業」を展開中。

日冷工では、会員企業を通じてサービス関連企業へ協力を呼びかけている。

【フロンの見える化パートナー事業の概要】

フロンの見える化の主旨に賛同して、既存の業務用冷凍空調機器に所有者の了解を得て、フロンの
見える化シールを貼付できる方、また一部は写真にてINFREPに報告できる方が、INFREPへパート
ナー登録を行う。

登録企業は、リスト化したものを、INFREPおよび経済産業省のホームページにて「環境先進企業」とし
て紹介、及び「冷媒の見える化」シール等支援ツールがINFREPより提供される。

【支援ツール】

シール各種

ﾎﾟｽﾀｰ・ﾁﾗｼ

DVD ﾏﾝｶﾞ
GWP一覧表


